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論文審査の結果の要旨

凍結したヒト組織は研究目的に必要不可欠であるが、 Tissue.Bankの方法は 10年以上大き

く変化しておらず、多くの施設でクライオパイアルやプラスチックモールドと凍結用溶媒を

使用している。しかし、これらの方法にはサンプルが付着し扱いに手間がかかり、また保存

に大きなスペースを必要とするといった欠点がある。本研究では、効率的な凍結および保存

が可能なTissueTablet法という手法を確立し、分子生物学的解析と凍結組織マイクロアレ

イ構築に応用した。4mm大までに細切した組織片を独自の組織凍結用プレートを用いることに

よって、同時に 5個までタブレット状に成形して凍結することができる。タブレット化した

標本は組織形状の保存が良好で、薄切に適しており、クライオパイアルにまとめて保存でき

る。さらにタブレット化した組織と従来の OCTブロックの組織品質を比較し、 2つの方法に明

らかな差がないことを見出した。次に独自のmountingbaseを用いて、タブレット化した組

織を凍結組織マイクロアレイの構築に応用した。これによって固定液やパラフィン包埋によ

る抗原性の変化やmRNAの劣化を防ぐ事ができる。構築した組織アレイ切片は、免疫染色や in

situ hybridizationにおいて良好な結果を示した。したがって本方法による凍結組織マイク

ロアレイの品質は、研究目的の達成に十分に適していると判断される。

以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文について

の試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専

門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが、概ね適切な

回答を得た。さらに本研究の標本作製技術は特許申請がなされており，その製品化に民間企

業のサポートを受けていたが、利益相関において問題がないことを確認した。

よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。


